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基準審議会（International Accounting Standards Board：以下、IASB）が国際財務報告基準第号「株
式報酬」（International Financial Reporting Standard No.2, Share-Based Payment：以下、IFRS2）を公表
した。その後、アメリカでは財務会計基準審議会（Financial Accounting Standards Board：以下、FASB）
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Standards No.123(R) : Share-Based Compensation：以下、SFAS123(R)）を公表した。また、わが国で
































































European Securities Regulators : CESR）による、「第三国の会計基準の同等性及び第三国の財務情報のエ
ンフォースメント・メカニズムの説明に関する技術的助言（Technical Advice on Equivalence of Certain
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．本論文の課題
しかしながら、本論文には次のような課題が残されている。
第一に、本論文では大企業に限定して議論が進められている。そのため、インセンティブ効果、優秀な
人材確保、資金流出がないといったストック・オプションのメリットを享受できる中小企業に関する論点
は考察外とされている。今後、中小企業におけるストック・オプション制度についても、制度や具体的数
値例に関して大企業と比較を含めて検討し、会計上の意義を明らかにすることが期待される。
第二に、本論文では、ストック・オプション制度の採用状況について財務会計基準機構の『わが国にお
けるストック・オプション制度に関する実態調査』（調査レポートシリーズNo.）を参考にして論じて
いる。このデータは2003年時点のものであり、現在のデータと異なる可能性があると考えられる。また、
ストック・オプションに対する企業の捉え方や採用方法も変化していると考えられるので、最新データを
使用して検討する必要がある。これにより、ストック・オプション会計および制度に関する考察結果をよ
り強化することになると考えられる。
第三に、本論文の研究が「理論的・制度的」研究であることから、実証研究はなされていない。ストッ
ク・オプションに関するデータは入手が困難ではあるが、将来、純利益に代わる新たな利益と包括利益の
両者が表示されるようになれば、新株予約権の性格について実証句に分析することが現在よりも容易にな
ると考えられる。この理論的・制度的研究を踏まえて、今後、実証研究に結びつけることが期待される。
本論文にはこうした課題が残されているが、これらは決して本論文の価値を損なうものではない。ま
た、国際的な動向を踏まえると、今後ストック・オプション会計が再考される可能性は高く、さらなる研
究の蓄積が望まれるテーマであるといえよう。その意味から、残された課題に取り組み、今後の研究成果
を上げることが大いに期待される。これらを総合的に勘案して、審査委員としては、本論文提出者が博士
（商学）の学位を受けるのに値するものと判断する。
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